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株式会社トーモク
日本製紙株式会社

EC向け包装システムの国内展開開始
～ケース高さ可変自動封函システム「e3neo」を日本市場で展開～

　近年インターネットを通じた通販市場は国内においても急速に拡大する一方で、人手不足の
問題は益々深刻化しており、物流倉庫における梱包・配送の省力化・効率化のニーズも増大し
ております。
このような市場環境への対応に向け、株式会社トーモク（代表取締役社長：中橋 光男、本社：
東京都千代田区、以下「トーモク」）と日本製紙株式会社（代表取締役社長：馬城 文雄、本社：
東京都千代田区、以下「日本製紙」）は共同で新規に包装システムの販売・包材供給の事業を
開始することとしました。

　トーモクは段ボール加工専業トップメーカーとして長年にわたり総合包装設計サービスを全
国展開しており、日本製紙は高品質段ボール原紙に定評があることから、両社が協力すること
で双方の強みを生かし、より強固に市場への展開ができると考えています。

　日本国内で展開を開始する「ｅ３ｎｅｏ」システムは、米国紙包装資材・システムメーカー・
Ranpak社のフランス子会社NeoPack Solutions SAS（※）が世界で展開し、多数
の実績を有する高さ可変自動調整封函システムであり、内容品の固定・保護システムと
併せて箱高さの調整をすることで、適正な空間で梱包が可能となり、梱包ラインの省
人化、配送効率アップに繋がることが最大の特長です。

報道各位



　当事業開始にあたり、トーモク、日本製紙、日本製紙ユニテックの３社は連携してこの新規
包装システムを積極的に市場展開し、お客様に安心してご使用いただける梱包ソリューション
となるよう推進することを目指し、10月1日に基本合意書を締結しています｡

　※NeoPack Solutions SAS概要 　

　（1）名称 　　　NeoPack Solutions SAS

　（2）所在地 　　　14 rue de Mayence, (F) 21000, Dijon, France

　（3）代表者 　　　Jean-Yves Sia, Managing Director

　（4）事業内容　　   ケース高さ可変自動封函システム及び製函機等の製造、販売

　以上

■e3neo本体

本件に関するお問い合わせ

■高さ可変封函システムのプロセスイメージ

① 内容物の高さを機械で自動計測
② 高さに合わせて段ボール箱の角をカット
③ フラップ部を折りたたみ、蓋で封函

＜包装システム・梱包資材＞
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